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〈ペトロの前に立ってくださる復活の主イエス〉

　十字架の死から復活された主イエスは、離反を

予告（マルコ14:27～31）しながらも、主イエス

が逮捕された時に、主イエスのことを三度「知ら

ない」と語ったペトロ（同14:66～72）の前に立ち、

声をかけられる。

　主なる神さまは、事前に忠告したにもかかわら

ず、失敗した者に対して、冷たくあしらわれるこ

とはない。主はペトロを愛し、ペトロの罪を赦し

て下さった。

　主イエスは、シモンに対して「あなたはペトロ。

わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てる」（マ

タイ16:18）とお語りくださり、「ペトロ」の名

をお与えくださり、新約の教会の指導的立場に立

たせてくださった。人の上に立ち、指導的な立場

に立つ者は、他の人々より、より罪の悔い改めと、

主による救いを確信しなければならず、そのため

に主の愛を確認することが求められた。

　そのため、ペトロにとって、復活の主イエスと

出会うこと、そして自らの罪を顧み、悔い改める

こと、主の愛を確認することは、非常に大切な作

業であった。

　しかしこの時、ペトロは自らの意志で、主イエ

スの御前に行き、罪の悔い改めを行うことはな

かった。むしろ主イエスの方が、ペトロの前に立

ち、声をかけてくださった。信仰とは、私たちの

意志によって確立されるものではなく、主なる神

さまのご計画と愛、摂理の御業が成し遂げられる

ことにより、私たちに有効とされる。そのことが、

ペトロの前に、主イエスが立ってくださることに

よっても示されている。

　教会には、神さまを求め、喜んで教会に来てい

る子どもたちもいるが、家族の信仰の故に、無理

に来させられている子どもたちもいる。ペトロに

とって、本当の意味で、悔い改めなければならな

いこと、主イエスの愛を受け入れることを必要と

していない中、復活の主イエスはペトロの前に

立ってくださり、声をかけてくださった恵みは大

きい。今、教会に来ることの意味を理解できず、

救いの喜びに満たされていない子どもたちに対し

ても、今、主イエスが一緒にいてくださり、愛を

もって声をかけてくださり、神に立ち帰る時を

待ってくださっていることを伝えたい。

〈三度繰り返される主イエスの問いかけ〉

　ペトロは、逮捕された主イエスのことを、三度

「知らない」と否定した。完全否定である。

　それに対して主イエスは「ヨハネの子シモン、

わたしを愛しているか」と三度、ペトロに対して

問いかけてくださった。主イエスは、ペトロの思

いをすべてご存じの上で、繰り返し確認されまし

た。ペトロはそのことを十分承知の上で、「はい、

主よ、わたしがあなたを愛していることは、あな

たがご存じです」と答える。そして三度目に、ペ

トロは「悲しくなった」。この悲しみは、主イエ

スがペトロの思いを疑いつつ繰り返して問いかけ

られていると感じての悲しみではない。すべてを

ご存じの方が、繰り返し繰り返し、ペトロの心を

確認し、その意志を強めてくださったのであり、

ペトロ自身は、自らの犯した罪の大きさを改めて

確認し、そしてその罪に対する恥じらいによって、

悲しくなったのである。そしてペトロにとっては、

自らの罪の大きさが示されれば、示されるほど、

主イエスが無条件に受け入れてくださり、愛して

くださっていることを理解することができたので

あり、失敗を繰り返さない決意と献身の思いを強

めるのに、必要な繰り返しであった。

　そして主イエスは「わたしの小羊を飼いなさい」

と三度語ってくださる。ペトロにとっては、自ら

の罪と向き合い、悔い改めることから、一歩進み、

主イエスの弟子となること、さらには天に昇られ
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る主イエスに代わって、牧者・宣教者としての使

命が与えられていく。

　この御言葉は、牧師や伝道者として召される者

たちが、復活の主イエスと出会い、献身の心を確

認することに用いられる。しかしこの御言葉は同

時に、教会に集う一人一人、そして子どもたち一

人一人が、主の御前に立ち、神の愛、神とのつな

がり、神による救いを、じっくりと確認し、神の

子どもとして立つことができるように導くもので

ある。そのために、三度の繰り返しを、ゆっくり

と一言ひとこと確認するように語ることにより、

子どもたちにとっても、主イエスの愛を理解でき

るように伝えていきたい。

〈わたしに従いなさい〉

　主イエスは、ペトロの献身を確認した上で、最

後に、主イエスに従うキリスト者としての歩みを

示される。キリスト者として生きることは、天国

における永遠の生命の希望に生きることである。

しかし同時に、地上においては、ノン・クリスチャ

ンに囲まれ、キリスト教を蔑視する人々に囲まれ

て生きることでもある。キリスト者として、信仰

を貫くこと、神の民として、主の御言葉に従った

歩みをすることは、たやすいことではない。自分

の意に反して、茨の道を歩むことも求められる。

　しかし、主イエスは、そのような茨の道であっ

ても、主イエスの愛に満たされ、献身の思いを確

認したペトロが、神への信仰を貫き、神の栄光を

あらわす者として殉教していくことを預言してく

ださった。

　子どもたちにとっては、日曜日になれば、クラ

スで自分一人だけが教会に行っている人たちも少

なくない。子どもたちにとって、日曜日の朝に、

お友だちと一緒に遊ぶことを断り、教会に来るこ

とも、大きな信仰の闘いとなる。いじめの対象と

なるかもしれない。中学・高校になるとクラブ活

動の誘惑もある。こうした一つひとつの信仰の誘

惑、信仰の闘いを経験することにより、信仰が養

われ、神の栄光を称える生活を行うことができる

ことこそが、キリスト者としての喜びであること

を、子どもたちに伝えたい。

　主イエスは、ペトロが主イエスを裏切り、主イ

エスを否定したにもかかわらず、ペトロを愛し、

ペトロを受け入れてくださったように、私たちが、

失敗を繰り返したとしても、主イエスはいつも目

の前に立っていてくださり、愛をもって受け容れ

てくださる。だからこそ、自分にはそんなことで

きないと、後ろ向きになるような子どもたちがい

たとしても、愛を持って受け入れ、神の愛を伝え

ていきたい。	 （辻　幸宏）
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　みんなは、悪いことをしてしまったりしたとき、

後から、「あの人とは会いたくないな」と思った

ことはありませんか？	悪いことをしたから、怒

られるかもしれません。嫌われるかもしれません。

絶交だと言われるかもしれません。その場にいた

くなくて、逃げ出したいと思ってしまうこともあ

るかもしれません。

　実は、ペトロさんも、そうでした。他の弟子た

ちは、十字架に架かって死なれたイエスさまが、

復活されたことを、心から喜んでいました。ペト

ロさんも嬉しかったに違いありません。一緒に食

事をとってくださったことが、嬉しくて嬉しくて

仕方がありません。しかし、ペトロさんは、イエ

スさまと目と目を合わせることができなかったと

思います。自分がとんでもない罪を犯したことを

知っていたからです。

　イエスさまは、逮捕されて十字架に架けられる

前の夜、ペトロさんに、「あなたは今晩、鶏が鳴く

までに、わたしのことを知らないと三度言う」と

お語りになったのです。ペトロさんは、「そんなこ

と決してありません」とイエスさまの忠告を否定

しましたが、実際に、イエスさまが逮捕され、裁

判にかけられている状況を見ると、自分も逮捕さ

れるのではないかと怖くなり、「あなたもイエスの

仲間ではないか」と問われたとき、「イエスさまの

ことなど知らない」と答えてしまったのです。そ

れも一度や二度ではなく、三度もです。「絶対にそ

んなことありません」と語ったのと同じです。逮

捕され、裁判にかけられていたイエスさまも、ペ

トロさんがそのように答えているのを、遠くから

見ていたことでしょう。ですから、ペトロさんは

自分が語ったことを否定することもできません。

　ですから、イエスさまが十字架の死から復活さ

れ、一緒にご飯を食べることができるのは、とっ

ても嬉しいけれども、しかしイエスさまの前に行

き、喜びを分かち合うことなどできないでいまし

た。

　しかし、そんなペトロさんの前に、イエスさま

が来てくださり、声をかけてくださったのです。

ペトロさんは嬉しい反面、隠れたかったことで

しょう。ペトロさんは、イエスさまは何を語られ

るのだろうか？	怒られるのだろうか？	そのよう

なことを考えたかもしれません。しかしイエスさ

まがペトロさんに語られた言葉は「ヨハネの子シ
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〔単元のねらい〕

　罪を犯したペトロに対して、主イエスは前に立ち受け容れてくださった。私たちにとって、毎週教会

に来ている子どもたちであっても理解できないことがあり、どのように接したら良いのかわからないと

きもあるかと思う。しかし、主イエスは、ペトロのことをすべてご存じであるように、子どもたちのこ

ともすべて知っておられる。悪いことをしたことも、毎日の生活もである。その上で、主は、愛をもっ

て、一人一人を覚え、声をかけてくださり、受け入れてくださっている。

　その上で、主イエスは、罪の悔い改めと献身の思いを言葉にしたペトロに対して、キリスト者として

信仰を貫くことの厳しさをお語りになった。日本においてキリスト者として信仰を貫くことは、簡単な

ことではない。しかし信仰にこそ、喜びがあり、神の祝福があることを伝え、キリスト者として生きる

決断を語りかけていきたい。

目の前に立って下さるイエスさま
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モン（ペトロさんのこと）、この人たち以上にわた

しを愛しているか」ということでした。復活を遂

げられたイエスさまは、神さまだから、ペトロさ

んの行ったことばりか、心の中で考えていること

もすべて知っていました。それも、一度ではなく、

二度目、三度目もイエスさまは、ペトロに繰り返

して問いかけられました。ペトロさんは最初、「は

い、主よ、わたしがあなたを愛していることは、

あなたがご存じです」と答えましたが、三度目に

なると、悲しくなりました。「イエスさま、なん

でわかってくれないんだ」という思いではありま

せん。イエスさまが、これだけ自分のことを愛し

ていてくださっているにもかかわらず、自分はイ

エスさまに対して何を行ったのだ、と自分の行っ

た罪がどれほど大きいものであったのかが、わ

かったのです。

　主なる神さま、そしてイエスさまは、罪を犯し

たからといって、怒ったり、破門したりはしませ

ん。なおも愛をもって受け容れてくださり、罪を

赦してくださいます。だからこそ、ペトロさんは、

自分は大きな罪を犯したから、もう決して罪を犯

さないようにしよう、どんなことがあっても、イ

エスさまを信じて、イエスさまを証しして生きて

いこうと思ったのではないでしょうか。

　今、イエスさまは、ここにいる皆さんに対して

も、「あなたはわたしを愛していますか」と問い

かけてくださっています。一度ならず、二度、三

度、繰り返し繰り返し語りかけてくださっていま

す。いつもイエスさまは、皆さんと一緒にいてく

ださいます。先生は皆さんが、学校や家でどのよ

うな生活をしているか知りませんが、イエスさま

は、みんな知っておられます。悪いことを行った

こと、隠れた所でいたずらしたこと、他人には知

られたくないこともあるでしょう。イエスさまは、

みんな知っています。それでも、イエスさまは、

ここにいる一人ひとりの名前を呼び、「わたしは

あなたを愛している」とお語りくださっています。

だからこそペトロさんのように「わたしがあなた

を愛していることを、あなたはよく知っておられ

ます」と告白していきたいと思います。

　しかし、イエスさまは、ペトロさんが「あなた

を愛しています」と語られたとき、さらに「わた

しの羊を飼いなさい」と語られました。今までは、

イエスさまのことを信じて、イエスさまの命じら

れることを守っていれば良かったのです。しかし、

イエスさまは、これから天の昇って行かれ、地上

からはいなくなります。その時にこそ、あなたが

教会を導きなさいと、イエスさまは命令されたの

です。イエスさまを信じるとは、イエスさまが愛

してくださっているから、喜んで私たちもイエス

さまを信じることだけに留まりません。イエスさ

まに愛されている人は、キリスト教会において、

とっても大切な人です。みんながそろうからこそ、

教会になるのです。誰一人欠けても成り立ちませ

ん。だからこそ、みなさんも、イエスさまを信じ

ること、教会の一員になることを、神さまは求め

ておられます。

　正直言って、クリスチャンになれば、何でも楽

しいわけではありません。日曜日には、何で自分

だけ教会に行かなければならないのだろう、と思

うこともあるでしょう。神社やお寺で参拝を行わ

なかったりすれば、不思議に思われることがある

かもしれません。自分だけ格好が悪いと思ってし

まうかもしれません。イエスさまは、ペトロさん

に対して、クリスチャンであると、行きたくない

所に連れて行かれることもあるよ、嫌なことをや

らされることもあるよ、とお語りになっています。

クリスチャンであることは、辛い時もあるかもし

れません。しかし、あなたがクリスチャンである

ことを、イエスさまは喜んでくださいます。そし

てとっても素晴らしいことです。だからこそ、皆

さんも、今も目の前にいて、見守っていてくださ

るイエスさまを神さまとして信じ、喜んでクリス

チャンとして、歩んでいっていきたいと思います。

	 （辻　幸宏）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨハネによる福音書	21章17節

「主よ、あなたは何もかもご存じです。

わたしがあなたを愛していることを、

あなたはよく知っておられます。」
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	 5月4日	 弟子たちを立ち上がらせるキリスト	 幼稚科

〈ねらい〉

　復活のイエスさまからの愛の呼び掛けを聞い

て、こんな私でもイエスさまを好きになってよい

のだということを知る。

〈展開例〉

・おはなしのヒント

　「イエスさまがいちばん」という子ども賛美歌

があるのをご存知でしょうか。その一部を紹介し

ます。

　　どんなに　さびしいときにも

　　どんなに　かなしいときにも

　　イエスさまがいちばん

　　イエスさまがいちばん！

　　たとえそれが　どんなばあいでも

　　イエスさまがいちばん

　　イエスさまがいちばん！（なあぜ？）

　　だって　イエスさまは　かみさまだもの

　　だって　イエスさまは　かみさまだもの

　私たちがどのような状況に置かれていても「イ

エスさまがいちばん」と賛美するのです。寂しい

時、悲しい時、泣きたい時、叫びたい時、いじめ

られる時、苦しめられる時、お腹が空いた時、貧

しい時、どんな時でも「イエスさまがいちばん」

と子どもたちが神さまを賛美することができれ

ば、こんなに素晴らしいことはないのではないで

しょうか。信仰について、子どもたちに色々と語

り伝える言葉を教師たちは持っていることでしょ

う。でも結局のところ、子どもたちが心から「イ

エスさまがいちばん」「イエスさまがいちばん大

好き」と言ってくれたらそれでよいのではないか

なと思うのです。

　今回の箇所は、復活のイエスさまとペトロの「愛

の対話」と呼ばれる箇所です。ペトロは、イエス

さまを裏切ってしまったという罪の中で、なお苦

しんでいました。イエスさまから「わたしを愛し

ているか」と問われても、「はい、誰よりも私は

イエスさまを愛しています」などと自信を持って

言うことなど到底できませんでした。イエスさま

に対する自分の愛が如何に貧しく、また罪深いも

のであるのかを十字架の出来事をとおして思い知

らされたからです。でもペトロはイエスさまのこ

とが大好きでした。自分の口では「大好きです」

と言えないけれども、自分のイエスさまに対する

愛は弱いのだけれども、イエスさまがそんな私の

思いをすべて知っていてくださるということに全

てを委ねたのです。そして、ペトロは「わたしの

羊を飼いなさい」というイエスさまの言葉を繰り

返して聞くなかで、こんな私でもイエスさまは愛

していてくださるのだ。赦していてくださるのだ

ということを知ったのです。

　私たちは自分のことをそれなりに深く知ってい

ます。自分がどういう性格で、どういう人間であ

るのかを。自分がいかに惨めで、また残酷な人間

であるのかということも知っていることでしょ

う。だから、イエスさまを愛するに相応しくない

のではないかと思っている子どもたちがいるかも

しれません。本当はイエスさまを愛したいのに愛

することができない自分の愛の貧しさや矛盾を覚

えています。しかし、それでもイエスさまはあな

たを受け入れてくださっているという、新しい自

分の姿をここで見つけることができたら幸いで

す。

〈祈り〉

　神さまを悲しませてしまうことの多い私です

が、それでもイエスさまのことが大好きです。もっ

とイエスさまのことが大好きになれますように、

これからも神さまの大きな愛を教えてください。
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	 5月4日	 弟子たちを立ち上がらせるキリスト	 小学科下級

〈展開例〉

1. 今週の暗唱聖句を一緒に読みましょう。

　「主よ、あなたは何もかもご存じです。わたし

があなたを愛していることを、あなたはよく知っ

ておられます。」（ヨハネ21:17）

・あなた、とは誰で、わたしは誰ですか。

→あなたはイエス様。わたしはペトロ。

・以前ペトロが3回語った事は何ですか。

→3回イエス様を知らないと言った。

・今回イエス様はペトロに3回何と尋ねましたか。

→「私を愛しているか」。

・今日の暗唱聖句のペトロの答えは、何回目に尋

ねられた時の答えですか。

→3回目。

2. 説教を分かち合おう。

2-1. イエス様のことを考えよう。

・イエス様はペトロに、「三度知らないと言われ

てとても傷ついたよ。どうしてそんなこと言っ

たの？」と聞かなかったのはどうしてでしょう。

→三度知らないとペトロが言ってしまう弱さを、

イエス様はすでにご存じだったからです。そし

てペトロは自分の弱さを、イエス様がすでにご

存じであったことを知りました。

・聖書では、「愛する」という言葉は「従う」と

か「仕える」という意味を含むことがあります。

イエス様の語った、「あなたは私を愛している

か」を、「あなたは私に従うか」に置き換えて

読み直してみましょう。

　

2-2. ペトロのことを考えよう。

・復活したイエス様のことを3回知らないといっ

たのはついこのあいだの話でした。イエス様に

会った時はどんな気持ちになったでしょうか。

→復活なさったことの驚きと嬉しさ、そして3回

知らないと言った罪悪感。

・ペトロがイエス様とお話しできたのは、どちら

から話しかけたからですか。

→イエス様。イエス様が歩み寄って下さいました。

・「あなたはわたしを愛しているか（わたしに従

うか）」と聞かれた時、ペトロはどんな気持ち

になったと思いますか。

→従えなかったことを悔い改めようという思い

と、これから従おうという決心。そして、もう

罪を犯さず、どんなときもイエス様を信じて、

証ししていこうという思い。

2-3. 私たちのことを考えよう。

・ペトロは、イエス様に「まぁ、無理もないさ、

気にするな。いいよいいよ」と罪を気にしない

ようには言われず、「もうお前はダメだ。バカ

じゃないか」と裁かれることも言われませんで

した。ペトロが言われたように、「あなたは私

を愛しているか（従うか）」と、私たちが同じ

ようにイエス様に言われたらどう思いますか。

→イエス様に罪を赦してもらえた感謝と、従いた

いという気持ち。

・今日のお話から、イエス様はクリスチャンをど

うなさろうとしていますか。

→クリスチャンが自分の弱さのためにイエス様に

大きな罪を犯しても、イエス様はペトロを励ま

したように、クリスチャンがイエス様に従える

ように励ましてくださるということ。

・ペトロは自分の罪を恥じてイエス様の前から逃

げましたか？

→逃げませんでした。イエス様と向き合って語り

続けました。私たちも、罪のために恥ずかしく

てイエス様から離れていくのではなく、一緒に

いようとするなら必ず罪は赦され、イエス様に

従えるように励まされます。

3. おやつ

　小さなお芋をそのままオーブンで焼いておく。

食べる前にお友だちに祈ってもらう。


